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表題の会議が,1986年10月27日から11月12日まで,東
京の外務省国際会議場で開催された.1982年6月,ウエ





































務」「査察」などの問題について,探査 ・開発部会 で は
「規制委員会の定めるべきガイ ドライン」「探 査 ・開 発
の管理計画」などが議論された.後 者ではいくつかの国
ぐにのみ集って,非 公式に案文とりまとめに努力した場
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港 し,3月9日 にフォークラン ドに戻る.こ こで乗組員
を含め,全 員が第114次航海のメンバーと交代する.全
員で120名にもなるが,フ ォークラン ドにはこの人数を
























た,地 震探査,地 磁気探査などの結果をもとに,プ レー
ト境界の課題を検討 した.基本は科学目的であるから,


























アイス ラ ン ドのオ ー ロラ
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の意)と 呼ぶ.彼 等にとっては 「オーロラ」は単に学名















を出せば届 く距離(数100m)にまで近 くに感 じられる.
しかし今回アイスランドで見たオーロラは全て星 と同程























活動 も全て終了した.航 空機のオペレーションも 「やま
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隊員達は野外作業の度に第1便 のヘリコプターが黒い















































「しらせ」は,オ ース トラリアのフリマン トルに寄港
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(その2)微 量 元 素
(石川賢 一,吉 田武 義,蟹 沢 聡 史)
3.昭 和 基 地 周 辺 の　ultrarnafic　granulite
－ 特 に全 署 化 学 組 成 につ いて 一(鈴 木 盛 久)
4.プ リ ンス オ ラ フ海 岸 お よび 北 部 宗 谷 海 岸 産 の 石 灰
珪 質 岩 の岩 石 学 的 研 究
(広井 美 邦,白 石 和 行,本 吉 洋 一)
5.ア ル ミナ に乏 しい メ タ ペ イサ イ ト中 の鉱 物 の 共 生
関 係(広 井 美 邦,白 石 和 行)
6.　Mt.　Riiser・Larsenから見 い 出 され た コ ラ ンダ ム
と石 英 の共 生 に つ いて(本 吉 洋 一,松 枝 大 治)
7.　Rayner　Complexの岩 石 学
(本吉 洋 一,松 枝 大 治)
IL　地球 化 学 的 研 究
8.ル ン ドボ ー ク スヘ ッタの 湖 沼 調 査(村 山 治 太)
9.モ ニ タ リ ング湖 沼 の 季 節 変 化(村 山 治 太)
10.南極LUtzow・Holm湾の 柱 状 堆 積 物 中 の 有 機 成 分
と その 堆 積 環 境
(松本 糠 喜,佐 々木 清 隆,綿 板 邦 彦,鳥 居 鉄 也)
11.南極 ドラ イバ レー ・ラ イ ト谷 南 俣 湖 沼 群 の 化 学 的
特 徴(増 田宣 泰,川 野 田実 夫,鳥 居 鉄 也)
12.南極 ドラ イバ レー地 域 ラ ビ リ ンス地 区 の 池 水 の 水
質 特 性(川 野 田実 夫,松 本 源 喜,吉 清 水 克 巳,
鳥 居 鉄 也)
.IIL　西 南 極 の地 学
13.南極 ・エ レバ ス 火山 の1984-1986年の 地 震 活 動
(神沼 荒 研,網 野 順,三 浦 哲,山 田 守)
14.南極 ・エ レバ ス 火山 の 火 山性 微 動
(網野 順,神 沼 克 伊)
15.南極 エ レバ ス火 山 で の 人 工 地 震 観 測
(神沼 克 伊,渋 谷和 雄,新 井 田 清 信,
　 　 　　 　　 　　 　　J.　Kienle,　R.Dibble,　P.Kyle)
16.ロス 島 の重 力 測 定
(三浦 哲,神 沼 克 伊,小 山 悦 郎)
　 17.　Recent　volcanic　activity　of　Mt.　Erebus.
　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 (P.　R.　Kyle)
　 18.　Volcanic　geology　ofMt.　Erebus,　Ross　Island,
　 　 　 Antarctica.　 (J.A.　Moere,　P.R.　Kyle)
19.西南 極 ロス 鳥地 域 の超 苦 銭 費 ～ 苦 鉄 質 ゼ ノ リス
(新井 田 清 信,神 沼 克 伊,渋 谷 和 雄)
　 .20.　Microstructure　and　Phase　Transition　in　the　Mt.
　 　 　 Erebus　Anorthoclase.
(田賀 井 篤 平,武 田 弘,　P.　R.　Kyle)
:21.南極 南 シ ェ ッ トラ ン ド諸 島 と北 海 道 利 尻 島 の 第 四
紀 火 山 岩 の 地 球 化 学 的 類 似 性




(Philip　R.　Kyleニュー メ キ シコ工 科 大)
IV.　セ ール ・ロ ン ダ ー ネ山 地 地 域 の 地形 学 的 研究
23.昭和 基 地 付 近 の 氷 河 地 形 学 的 観 察 補 遺
(吉田 栄 夫)
24.寒冷 乾 燥 地 域 の 風 化 現 象一 南 極 とパ ミール 高 原 の
事 例 一(松 岡 憲 知)
25.セー ル ・ロ ンダ ー ネ山 地 にお け る現 在 の 地 形 変 化
に つ い て(第 一 報)
(松岡憲 知,森 脇 喜 一,岩 田修 二)
26,セー ル ・ロ ン ダー ネ 山地 西 部 の 斜 面 形
(岩田 修 二,鈴 木 平三,白 石 和 行,佐 野 雅 史)
27,セー ル ・ロ ン ダー ネLLI地で氷 床 の後 退 は い くつ の
ス テ ー ジに 区 分 で きる か
(森脇 喜 一,松 岡 慧知,岩 田 修二)
V.セ ー ル ・ロ ン ダー ネ 山地 地 域 の地 質 学 ・岩 石 学 的研 究
28.セ ール ・ロ ン ダー ネ 山 地 中央 部 の地 質
(小島秀 康,石 塚 英 男)
29.セー ル ・ロ ン ダー ネ 山地 西 部 地 域 の 深 成 岩 類 の 記
載 岩石 学 的 特徴.(先 山 .徹,.高橋 裕 平)
30.セー ル ・ロ ン ダー ネ山 地 西 部 地 域 の 高 度 泥 質 変 成
岩 頚(浅 見 正 雄)
31.東南 極 ・セ ール ・ロ ン ダー ネ 山地 西 部地 域 の塩 基
性 ～ 中 性 変 成 岩(白 石 和 行,小 嶋 智)
32.セール ・ロ ン ダー ネ 山地 のCalc・silicate　rockに
つ い て 一 予 報 一(小 山 内 康 人)
33,セール ・ロ ン ダー ネ 山脈 の 変成 岩 と変 成 作 用
(山崎 美 佐 子,吉 倉 紳 一,石 塚 英 男,小 島 秀 康)
34.Sφr・Rondane　M。untains,　1550　Nunatakの古 地
磁 気 用 岩 石 試 料 の 年 代 測 定
(滝上 豊,兼 岡 一 郎,船 木 實)
VL　 南 極海 の地 学
35.白嶺 丸 に よ る東 南 極 ク イー ン モ ー ドラ ン ド沖 海 域
の地 質 調 査 に つ い て(佐 木 和 夫,徳 橋 秀 一,
古 田 土俊 夫,水 越 育 郎,天 野 博)
36.白嶺 丸 に よ り東 南 極 ク イー ンモ ー ドラ ン ド沖 よ り
採 取 した 堆 積物 コ ア の 磁 化 測定
(井口博 夫,足 立 泰 久,安 川 克 巳,
佐 木 和 夫,古 田 土俊 夫,徳 橋 秀一)
37.白嶺 丸TH85航 海 グ ンネ ラス ・リ ッ ジ周 辺 で の
調 査結 果(予 報 〉(古 田 土 俊夫,
徳 橋 秀 一,白 石 和 行,米 谷 盛 寿 郎,臼 井 朗)
38.グ ン ネ ラ ス堆 で の 音 波 探 査
(森脇 喜 一,松 岡 慧 知,吉 田 栄 夫)
39.ブラ イ ド湾 お よび グ ン ネ ラス バ ン クで 採 集 され た
海 底 礫 につ い て(白 石 和 行,藤 原 健蔵)
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VIL　地 球 物 理 学 的 研究
40.船1:屯力計NIPR-ORIモ デル1|型
(瀬川 爾 朗,神1}.汕伊)
、ll.第27次南極 地i・駐観 測 にお け る海 上1巨:フ)測定
幅 田洋 一一,i頼川 菌毛朗,描 説 伊)
42.重力 異常 か らわ か る 南 極域 の 地 殻 ・上 部 マ ン トル
構 造(松 本 剛,瀬 川爾 朗,神1:.{克伊)
・13.ビラ タ ス ホ ー タ ーPC6の 位 置決 定 テ.一夕 集 録 シ
ス テ ム につ い て(渋 谷 和 雄,li,1[[[・ajこ)
44.南極 地域 基 準 点 ・If:力・地 磁 気 ・空 中 写 真 及 び
地 図 成 果 集 録 につ い て(石 原lll雄,川中 等 」
/illl,　ゴ ン ドワ ナ と南極
45,イン ドの 地 質 」㌻備 調 査 と コ ン ト.ワナ ラ ン ド先 カ ン
プ リア 界対 比 研 究 計 画(,[,'[[[勝)
46.ス リラ ンカの 地 質 予備 調 査 と::ンドワナ ラ ン ト.先










文(';{;省'}曳仲 働 モ、'.俵彰 式
第44回運営協議員会議
10月31日(水)に 開 かix,以.ドの11:項が審 議 され た.
1.第29次南 極地 域 観 』1「]隊長 ・副 隊 長 に つ い て
2.第28次南 極地 」:11t観Mil隊行動 実 施、日.:由「(案)に つ い て
3,昭 和61年度 マ クマ ー ドサ ゥ ン ド地 域 共 同 観 測 言1.IErli
(案)につ い て
・1,大 学 院 教 育へ の 協 力に つ い て
5,昭 和62年度 共 同 り1究の 公 募 に つ い て
〉 外 国 人 研 究 者 の 紹 介 く
ヘ ラ ル ド サ ンチ ェス ル ビオ1・斜:　〔(]erardSHnchez.
Rubio)外国 人 来訪 研 究 員
所 属 メ キ シ コ国 立 人 学 地 質 科講 師
1.1「{へい朝 川　 Hiif　Ttl61{tl　ll月10日～11J123[.1
研 究 課 題 博極 産 限 石 及 び メ キ シ コ 産[損イiの比 較 研
究,特 に阻 石 の 分 類 につ い て




グ リ ュ一 陣{二　〔Edward　S,Grew)
外国 人来 訪 研 究 員
メ イ ン人 学 オ ロ ノ校 助 教授
ii召不1]61.f1/11)!29[i～12Jj13「1
東 南 極大 陸 の 先 カ ン プ リア時 代 打 目の 研 う竜
来 訪 者
9月30日 ～10jJ8日 　 Dr.　KYLE,　P,　〔二.二一 メ キ ン コ
.1:科大 学}帷教 授)第7川 南 極 地 学 シ ン lt'ジウ
ム1珊 諸
1eJll1日1)r,1)ITABL,M.(ネ ハ ー ル ト リ ブ パ ン ノく
字 溝1111D
10J]13[|～lOJ.lr日　 Ms.　NUNN,　 C.　(タ ス マ ニ ア ノ・f'i"
研 究 員)
10"17日　 1)r.　O'ROURKE,　 P.　(ア ラ ス カ 大'7:長)
Dr.　AKASOFU,　 S.　(ア ラ ス カ ノく学 地 球 物 理
研 究 所 長)
10i1201|～10月22[」Dr.TURNER,」.(.).〔川 南 極:凋在
所 研 究 室 長)
10月23日 ～10月25nI)r.RICIIM()N,A.(*[iii.、t/:J:';jlhh:,
研 究 セ ン タ ー)
lO月24日　 Dr.　AIKIN,　A.　(米航 空 宇 宙!「,}:コ.グーF'」・:宙
飛 行.t'ンタ ー1/fτ:fi!「究'['D
11)115「lI)r.1)OYLE,.1.(アラ ス カ ノく学 水 産 問 題 研 づビ
iiH;教c・2)
11,[j26i1～11月29日　 Dr.　ROEI)ERER,　」.　〔ア ラ ス カ
ノく学 地 球 物 理 腓 究 所 教 授,前 所 長)
11.[↓27日　 1)r.　FOLDVIK,　A,　(ベ ル ゲ ン 大1:7:教授)
12Jllli～12JI51.11)r.y1EHLUN1,F,(ノ ノレウ ェ ー
極 地 研 究 所 研 究 員)第9回 顧 城 生 物 シ ン ポ ジ
ウ ム 出 席 音
12.i↓21.1～12)]5日　 Dr.　ISEKI,　K,　(カナ ダ 海 沁F・[!7:
研 究 所 研 究 員)〃
12、1]2「[Dr.EGELAND,A.(オ ス ロ 大1/:理写:部 数
投)
12月3[[～12月5日 　 Mr.　PAUL,　A,　(ア ラ ス カ 大 「17ニセ
ワ ー ド臨 海 実 験 所 研 究 助 丁・)第9回 極 城 生 物
シ ン ポ ジ ウ ム111JRi-M-
12jl6il～12月15日　 Dr,　KRUEGER,　 A.　(米航 空'111i∫
1/,)ゴグ ー ド宇 宙 飛1∫セ ン タ ー 研.}tt1)第9[rrI
極 域 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ ム 出 幣 者
12J]8[1～12月13日　 Dr,　FARMAN,　 J.　(英国 南 極 訓
子f.i折帖〒.究t1)　 et
12月8i[崔 孝 　(Dr.　Ilyo　Choi7韓i[1海洋 研 究 所 研 究
員)
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選 考 研究課題の採否及び所要経費の査定は,共 同
研究委員会並びに運営協議員会議の審査を経
て所長が決定します.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Clirnatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Statiens)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
10月(Oct.)9月(Sep.)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,　te皿p.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　　 　　 　 　　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)








最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind　speed,　30.1(24,ENE)
　 　 　　 　　 　　 　　 10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)(m/s)36.9(24,ENE)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)　 7.1


































れた寝室が4部 屋 ・食堂 ・厨房 ・通信室 ・収納庫 ・前室
がある.厨房には灯油 レンジ・オープン ・ホイロ等があ
り調理隊員の腕がふるえるように考慮されている.
発電棟は発電室 ・部品庫 ・便所 ・風呂に別れており,
冷凍庫が隣接している,発電室には30　KVA発電機が2










観測棟は2段 ベッドの寝室が3部 屋 ・観測室 ・光学観






燃料 ・車輻等のデポは拠点風下及び西方 約2kmの シ
ール岩が予定されている.
あすか観測拠点は第28次隊による8名 の越冬が予定さ
れているが,未 知の自然環境の中,これ らの施設を順調
に稼動させるには多 くの困難が予想される.
一8一
